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自然災害等の理由により取組みが困難になったことの理由書 

 

 私は、  年  月  日付けで交付申請をした環境にやさしい支援事業の取組み

について、自然災害等の理由により、取組みが一部困難となりましたので、次のとお

り届出します。 

 

１ 対象品目名     

２ 対象地番及び面積          （面積：   ㎡） 

３ 困難となった理由 ※該当する□にチェック(✓)してください。 

 □ １．は種段階における理由 

□ 
自然災害（風水害、干害、冷害、雪害、ひょう害その他気象上の原因（地震・噴火を含む）の理由により、適切な生産に向

けて適期のは種が困難となった。 

□ 
適切な生産に向けた準備を進めていたが、申請者の入院、死亡等の理由により、適期のは種が困難となった。 

□ 
その他 

  

 □ ２．生産・収穫の段階における理由 

□ 
適切な生産を行っていたが、自然災害（風水害、干害、冷害、雪害、ひょう害その他気象上の原因（地震・噴火を含む）の

理由により、生育不良、減収または品質の低下等が発生し、適切な生産・収穫が困難となった。 

□ 
適切な生産を行っていたが、申請者の入院、死亡等の理由により、生育不良、減収または品質の低下等が発生し、適切な生

産・収穫が困難となった。 

□ 
適切な生産を行っていたが、病害虫等の被害発生により、生育不良、減収または品質の低下等が発生し、適切な生産・収穫

が困難となった。 

□ 
適切な生産を行っていたが、鳥獣害等の被害発生により、生育不良、減収または品質の低下等が発生し、適切な生産・収穫

が困難となった。 

□ 
その他 

  



 

 

（裏） 

 □ ３．出荷、販売の段階における理由 

□ 
申請者の入院、死亡等の理由により、出荷、販売が不可能な状況となったため、出荷、販売を行うことができなかった。 

□ 
出荷先の倒産や引き取り拒否等により、出荷、販売を行うことができなかった。 

□ 
その他 

  

 

４ 理由書の根拠となる証拠書類として、以下に該当する書類を添付すること。 

 ①適切な肥培管理ができていたことが確認できる書類 

  生産管理簿、作業日誌、種子、肥料及び農薬等の購入伝票 など  

 ②適切な生産等ができなかったことが確認できる書類 

ア 自然災害の場合 

   ・農作物や農地の被害状況（撮影月日及び対象地番で生産された農作物であること）を明確

に把握できる写真 

  イ 申請者の体調不良等による場合 

   ・通院等の診療レセプト、診断書、入院証明、死亡届等 

  ウ 病害虫や鳥獣害等の場合 

   ・農作物の被害状況（撮影月日及び対象地番で生産された農作物であること）を明確に把握 

できる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


